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Gastrectomy for invasive micropapillary carcinoma 
is associated with poorer disease-free and 
disease-specific survival 
（浸潤性微小乳頭癌の胃切症例は、無病生存率および
疾患特異的生存率が低値である）   















加納 幹浩  
背景 











それぞれ D2-40染色および Elastica van Gieson（EVG）染色を使用した免疫染色を追加して
おこなった。 IMPC成分の存在は、染色されたすべてのスライスで評価し、各腫瘍の少なく














例（4.0％）が IMPCを伴う胃腺癌であると診断された。免疫染色は 10例で実施された。 IMPC
成分が腫瘍全体に占める割合は 5％から 75％であり、24例（69％）の患者が 20％未満であ
った。一部の患者の IMPC成分は、より侵襲的と考えられる腫瘍先端前面に配置されていた
が、一部の患者では粘膜下組織に散在していた。 
PSMによる分析により、70人の患者が選択され、それぞれ 35 人ずつ IMPC ありの群と、
IMPCなしの群に割り振られた。  
リンパ節転移率（p = 0.465）、腹膜洗浄細胞診の陽性率（p = 0.084）、および静脈浸潤（p = 
0.114）については両群間に有意差は認められなかった。しかし、IMPCのある患者は、IMPC
のない患者よりもリンパ管浸潤の発生率が高かった（94％ versus 69％, p = 0.012）。  
3年の DFSは IMPCのある患者では 62.2％であり、IMPCのない患者の 93.4％と比較し
て、著しく低かった（p = 0.003）。さらに、3年の DSSは IMPCのある患者で 61.8％、IMPC
のない患者で 92.4％と有意差が見られた（p = 0.016）。さらに、再発形式において、 IMPC








化学療法は IMPCのない 14例（40％）の患者とは対照的に、IMPCのある 22例（67％）
の患者に、投与がされていた（p = 0.094）。しかし IMPCのある患者は、たとえ腫瘍が小さ
くても予後不良であった。したがって、IMPCの化学療法に対する感受性が悪いとすると、
現時点での化学療法は IMPC患者の治療に有用ではない可能性がある。 
結論 
我々の研究によると、IMPCのある胃腺癌の患者はより激しいリンパ浸潤を生じており、
DFSおよび DSSはより悪いと特徴付けられた。また、転移形式においては、肝転移の発生率
が高いことを確認した。このため、胃腺癌における IMPC成分の存在は、再発、特に肝転移の
危険因子として認識されるべきである。胃腺癌におけるこのまれな組織学的な形態である
IMPCに対する、最適な管理ガイドラインを確立するために、追加の研究、特に大規模な前向
き研究を実施する必要がある。 
 
 
